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※休診日は日曜・祭日・年末年始

夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭
注②

診療受付
10:30～

12:30

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)

李基鎬

(訪問診療)

外来休診

田村倫朗

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村倫朗

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村倫朗

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

訪問診療
高野所長

訪問診療
休診

高野 藤井

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑

バスターミナル

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

バ
ス
停

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

浦安方面→

市川方面→

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は

主
に
会
員
を
対
象
に
困
り
ご

と
助
け
合
い
活
動
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。
「
介
護
保
険
は

利
用
制
限
が
き
び
し
い
、
何

と
か
し
て
ほ
し
い
」
。
同
居
家

族
が
い
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
生
活
援
助
を
利
用
で
き

な
い
な
ど
の
制
限
が
利
用
者

を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

会
員
や
地
域
の
み
な
さ
ん

の
切
実
な
要
望
を
受
け
止

め
、
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
、

30分
５
０
０
円
で

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。

買
い
物
、
食
事
づ
く
り
、

通
院
の
送
迎
、
お
墓
参
り
同

行
や
除
草
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
、
友
の
会
で
は

15人
近

い
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
時
間

な
ど
の
規
制
が
な
く
ゆ
っ
た

り
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
友
の
会
の
助
け
合
い

活
動
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ス

タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
支
援

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

パーマ→

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

↑
新
小

岩
診
療
所

交
番

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

新小岩駅

一之江駅

地域の支えあいでちょっと安心
友の会が困りごと支援にとりくむ

福本多喜子さん（中葛西）

福本さんは一人ぐらしで

パーキンソンをんい、視力も

低いため、週３回介護保険

サービスのヘルパーさんを利

用しています。

一人で出かけるのは非常に

危険なため、思うように買い

物や通院ができません。行き

たいときに予約の電話をする

と来てくれる、友の会の支援

サービスに「細やかな心くば

りで大変助かっています」と

明るい声で話します。

関 郁子さん （南葛西）

関さんは相次いでご主人と娘さ

んを亡くし、老後の計画が狂った

といいます。特に足が不自由で、

杖が頼りです。何回も部屋で転ん

だこともあり、日常生活は介護保

険サービスのヘルパーさんや親切

なご近所さん、週に一回来る息子

さんなどに支えられながら暮らし

ています。ヘルパーさんの来ない

毎週土曜日に友の会の支援サービ

スを利用しています。関さんは

「ヘルパーさんはカーテンひとつ洗うのも考えているの、でも友

の会は、なんでもやってもらえて助かるわ」と言います。

福本さんの通院を

車椅子でお手伝い

左が関さん 友の会スタッフ

とおしゃべり
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

Ｑ：飲み薬と点滴の違いを教えてください。

Ａ：飲み薬と点滴の違いを知るために、それぞれの

薬がどのように吸収されて効き目を発揮するのかを

説明します。

●飲み薬

錠剤や粉、カプセルなど口から飲んだ薬は、胃か

ら腸に運ばれながら、だんだん溶けていきます。溶

けた薬は小腸の壁から血液に吸収され、肝臓に運ば

れて全身をまわります。

血液に吸収された薬はあっという間に全身にまわ

りますが、胃や腸などの消化管を通って血液の中に

吸収されるまでには 15 分から 20 分くらいかかるの

で、薬の効き目はゆるやかに現れます。また、飲み

薬はほとんどの成分が小腸で吸収されるため、成分

の吸収率は点滴に比べると少なくなります。

●点滴

点滴や注射は、血管に直接薬を注入しますので、

薬はそのまま吸収されます。速やかに全身にくまな

く薬がまわり、すぐに効き目を発揮します。

以上のように、飲み薬と点滴

では、（１）薬を全身に行き渡

らせる方法、（２）薬の吸収

率、（３）薬の効果の現れ方の

３つの違いがあります。ただ

し、必ずしも「飲み薬は弱い

薬」「点滴は強い薬」であると

は言えません。

Ｑ：薬を処方される時と、点滴をする時の違いは？

Ａ：医師は患者さんの症状に応じて、飲み薬か点滴

かを判断しています。

飲み薬は患者さんがご自身で飲んで治療すること

ができるため、自宅での治療に適しています。

点滴は多くの場合、「重症」、「緊急に対処が必

要」、「栄養や水分の補充が必要」など、直ちに薬の

効果を発揮させることが必要な方に行います。

具合が悪くて薬を飲むことができない場合でも、

薬を体内に取り入れることができるのが点滴です。

たとえば入院中の場合でも、病状がひどい時は点

滴で治療をし、だんだん飲み薬に変更していきま

す。飲み薬だけで症状が安定すれば、退院して自宅

での治療ができるようなります。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集

後
記

９
月
の
中
旬
、
娘
と
広
島
に
行
き
ま

し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
と
資
料
館
、
一

度
は
見
て
お
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い

に
、
娘
が
「
一
緒
に
行
こ
う
！
」
と

言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
つ
い
で
に
宮

島
観
光
も
し
ま
し
た
▼
初
め
て
見
た

原
爆
ド
ー
ム
は
日
常
の
一
部
の
よ
う

に
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
想
像
力

を
掻
き
立
て
ら
れ
る
大
切
な
遺
跡
だ

と
思
い
ま
す
。
ち
い
外
国
人
の
グ

ル
ー
プ
が
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。
資
料
館
も
時
間
を
か
け
て

観
ま
し
た
が
、
遺
品
の
陳
列
に
娘
が

涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
証
言
Ｖ
Ｔ
Ｒ

が
良
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
で
も
た
く

さ
ん
の
外
国
人
が
見
学
し
て
い
ま
し

た
▼
こ
と
し
の
「
戦
争
展
」
に
も
多

く
方
が
訪
れ
た
よ
う
で
す
▼
世
界
で

は
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
署

名
が
始
ま
っ
て
い
る
一
方
、
自
国
を

守
る
た
め
に
と
核
兵
器
の
誇
示
と
核

抑
止
論
に
固
執
す
る
勢
力
が
い
ま

す
。
折
し
も

10月
は
総
選
挙
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
す
る
政
府
を
切

に
望
み
投
票
に
行
き
ま
す
。
（
森
岡
）

役立つ健康メモ 53 薬の話№21

飲み薬と点滴

今年６月に届いた国民健康

保険料のお知らせは平均 11 万

1111 円で、前年比 6,950 円、

6.67 ％の値上げでした。通知

が届いてから 1400 人以上の区

民から、疑問や怒りの電話が

区に殺到しました。さらに、

来年４月から国保の財政運営

を区から都に移す制度改変(広

域化)に向けた動きがすすんで

います。

江戸川区国保運営協議会も

９月に開かれ、大まかな概要

が示され、さらに保険料が上

がることがはっきりしていま

す。

東京都が運営主体になりま

すが、都が決める区の「納付

金」は 100 ％の完納が求めら

れ、区民への国保料の徴収は

さらに強化されることになり

ます。今でさえ約 20 ％(21000

世帯)の世帯が「保険料が高く

て払えない」状況です。

江戸川区議会に「江戸川社

会保障推進協議会」から「子

育て支援、低所得世帯の国保

料軽減、『国民皆保険制度』に

ふさわしい国民健康保険制度

とするための陳情」が出さ

れ、福祉健康委員会で審議さ

れています。又、民医連・東

都保健医療福祉協議会などか

らも新たな陳情が出されてい

ます。

制度改悪の根本には、歴代

自民・公明党政権の「持続可

能な」と言いながら、国民に

は社会保障を削減し、暮らし

破壊をすすめ、一方では大企

業や富裕層に減税をする逆立

ち政治があります。

都への国保財政への補助金

の引き上げや、国に国庫負担

の抜本的引き上げを求めてい

くことが求められています。

今回の突然の国会解散、今

が政治を変えるチャンスで

す。

国民健康保険料が大幅アップ
運営主体が東京都に変わる

江戸川区議会議員 小俣 則子

江
戸
川
北
小
岩
一
丁
目
の
ス
ー

パ
ー
堤
防
工
事
の
差
し
止
め
等
を
求

め
た
控
訴
審
の
第
二
回
口
頭
弁
論
が

東
京
高
等
裁
判
所
で
８
月
１
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

傍
聴
席
は
ほ
ぼ
満
席
で
、
控
訴
人

側
か
ら
宮
坂
健
司
さ
ん
、
小
島
延
夫

弁
護
団
長
、
西
島
和
代
理
人
の
３
人

が
意
見
陳
述
し
ま
し
た
。

宮
坂
さ
ん
は
「
私
の
ふ
る
さ
と
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
勝
手

に
人
の
土
地
を
区
画
整
理
に
持
ち
込

み
、
そ
の
上
、
何
の
承
諾
も
な
し
に

堤
防
の
盛
り
土
工
事
を
し
た
結
果
、

地
盤
強
度
が
足
り
な
い
こ
と
で
、
国

と
区
が
責
任
を
な
す
り
あ
っ
て
い

る
。
堤
防
の
上
に
住
ん
で
も
良
い
と

言
わ
れ
て
も
冗
談
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
取
り
上
げ
た
土
地
を
、
ま
と
も

な
土
地
と
し
て
返
し
て
く
だ
さ
い
。

根
本
か
ら
考
え
直
し
て
く
だ
さ
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

国
と
区
か
ら
の
発
言
は
ま
っ
た
く
な

し
。そ
の
後
、
衆
院
第
二
議
員
会
館
の

地
下
会
議
室
で
の
の
報
告
集
会
で

は
、
専
門
家
の
嶋
津
暉
之
さ
ん
が
、

ま
っ
た
く
の
虚
構
の
事
業
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
３
回
目
の
意
見

書
を
本
日
提
出
し
た
こ
と
、
山
添
拓

参
議
員
が
国
会
で
取
り
上
げ
た
こ
と

に
ふ
れ
、
道
理
の
な
い
ス
ー
パ
ー
堤

防
事
業
に
対
し
住
民
が
声
を
上
げ
る

大
切
さ
を
述
べ
ま
し
た
。
「
住
民
犠

牲
、
税
金
無
駄
づ
か
い
、
役
に
立
た

な
い
」
ス
ー
パ
ー
堤
防
事
業
は
一
日

も
早
く
や
め
る
べ
き
で
す
。

（
北
葛
西

水
沢

博
）

取
り
上

げ
た

土
地

を
、

ま
と

も
な
土

地
に
し
て
返
し
て
く

だ
さ
い
」

控
訴
人
・
宮
坂
さ
ん
が
陳
述

●
友
の
会
秋
の
旅
行
は
実
施
し
ま
せ
ん

毎
年
、
秋
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
一
泊
旅
行
は
、
諸
般
の
事
情
で
行
い

ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

友
の

会
・

文
化

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
部



条
約
採
択
そ
し
て
署
名
へ

２
０
１
７
年
７
月
７
日
、
世

界
の
叡
知
を
集
め
た
核
兵
器
禁

止
条
約
が
国
連
会
議
で
、
賛
成

１
２
２
，
反
対
１
（
オ
ラ
ン

ダ
）
、
棄
権
１
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
と
い
う
国
連
加
盟
１
９
３

カ
国
の

63％
の
圧
倒
的
賛
成
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
歴

史
を
開
く
歴
史
的
な
成
果
で

す
。
（
被
爆
者
を
は
じ
め
多
く

の
政
府
代
表
と
国
民
が
そ
の
採

択
を
喜
び
ま
し
た
。
）

９
月

20日
か
ら
条
約
の
署
名

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
だ

け
で
も

50カ
国
が
署
名
し
ま
し

た
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は
成
立

し
、

90日
後
に
は
条
約
と
し
て

発
効
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（

12月
末
）
。

こ
の
条
約
の
内
容
と
は

今
回
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の

採
択
に
よ
り
、
核
兵
器
は
歴
史

上
は
じ
め
て
明
文
上
も
違
法
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
「
悪
の

烙
印
」
が
国
際
的
に
押
さ
れ
た

の
で
す
。
核
兵
器
禁
止
条
約

は
、
開
発
・
生
産
・
実
験
・
製

造
・
取
得
・
保
有
・
貯
蔵
・
使

用
と
そ
の
威
嚇
の
禁
止
を
定
め

ま
し
た
。
世
界
に
は
、
１
万
５

千
発
（
そ
の
９
割
以
上
を
米
露

が
保
持
）
を
超
す
核
兵
器
が
現

存
し
ま
す
。
核
保
有
国
は
、

「
核
抑
止
力
」
と
い
う
立
場
で

保
持
を
正
当
化
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
決
議
で
核
兵
器
の

保
持
だ
け
で
な
く
威
嚇
も
含
め

て
明
確
に
違
法
と
さ
れ
た
の
で

す
。
日
本
政
府
も
「
核
の
傘
」

に
守
ら
れ
る
と
い
う
主
張
で
核

兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
の
立
場

を
と
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

の
論
拠
が
国
際
的
に
否
定
さ
れ

た
の
で
す
。

北
朝
鮮
へ
も
働
き
か
け
を

こ
う
し
た
中
で
、
北
朝
鮮
が

度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
と

核
実
験
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
の
流
れ
に
逆
行

し
、
平
和
を
脅
か
す
、
核
開
発

は
直
ち
に
中
止
し
、
核
兵
器
は

放
棄
す
べ
き
で
す
。
北
朝
鮮
に

対
し
て
外
交
的
・
平
和
的
解
決

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
核
保

有
国
は
率
先
し
て
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
し
、
そ
の
立
場
で

北
朝
鮮
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

す
。

「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」

明
記

の
意
義

今
回
の
禁
止
条
約
は
、
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
と
核
実
験
被
害
者

の
「
受
け
入
れ
が
た
い
苦
痛
と

損
害
」
を
心
に
留
め
る
と
明
記

し
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
明

確
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
核
兵

器
廃
絶
を
推
進
す
る
「
市
民
的

良
心
の
担
い
手
」
と
し
て
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
を
明
記
し
ま
し

た
。
国
際
署
名
の
呼
び
か
け
人

の
一
人
で
先
日
亡
く
な
ら
れ
た

谷
口
稜
曄
さ
ん
（

88歳
）
も
こ

の
採
択
を
心
か
ら
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

江
戸
川
区
で
も
と
平
和
の
波
」

７
月

17日
、
多
田
江
戸
川
区

長
も
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に

初
め
て
署
名
さ
れ
ま
し
た
。
区

議
会
議
員
の
み
な
さ
ん
も
党
派

を
超
え
、
ほ
ぼ
全
員
が
署
名
を

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
国
々
で

は
９
月

20日
～

26日
に
、
「
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
～
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」
（
平

和
の
波
）
行
動
に
取
り
組
み
大

き
く
核
廃
絶
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

完
全
廃
絶
へ
向
け
て
署
名
を

２
０
２
０
年
９
月
ま
で
に
世

界
で
数
億
―
江
戸
川
で
も
９
万

人
の
署
名
を
集
め
、
「
核
兵
器

な
く
せ
」
の
声
の
大
波
を
つ
く

り
、
日
本
政
府
や
核
保
有
国
に

迫
り
、
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
諦
め
ず
粘
り
強
く
続
け
れ

ば
、
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
、

核
廃
絶
が
実
現
し
ま
す
」

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
！
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友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

梵
鐘
の
余
韻
は
長
し
秋
茜

さ
や
け
し
や
被
災
の
浜
へ
苗
植
へ
に

菊
日
和
大
工
は
留
守
を
頼
ま
れ
り

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

若
き
日
を
思
い
だ
さ
せ
る
出
合
い
か
な

夏
が
去
り
銀
の
す
す
き
穂
彼
岸
花

稲
の
穂
が
な
び
く
遥
か
な
筑
波
山

江
戸
川

里
峰

秋
深
し
木
立
ダ
リ
ア
の
盛
り
け
り

雁
の
列
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
更
新
日

つ
ら

寄
り
添
わ
ず
独
り
立
ち
し
て
曼
珠
沙
華

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

蝙
蝠
党
誰
が
成
っ
て
も
与
党
で
す

こ
う

も
り

世
界
一
見
た
く
な
い
顔
無
帽
の
男 ひ
と

「
体

が
踊

れ
ば
、
心

も
躍

る
」

ね
た
き
り
に
な
ら
連

踊
る
ア
ホ
ウ
に
な
っ
て

清
新
町
太
田
美
音

６
月
中
旬
、
「
阿
波
踊
り
を
見
に
来
な

い
か
っ
て
誘
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
一
緒

に
行
く
？
」
京
都
に
単
身
赴
任
中
の
夫

か
ら
電
話
。
８
月

13日
、
誘
っ
て
く
れ

た
友
人
が
連
を
作
っ
て
踊
る
、
宿
は

と
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
飛
行
機
予
約
し

て
…
と
。

た
ま
に
は
付
き
合
う
か
。
阿
波
踊
り

見
た
い
し
…
と
早
速
飛
行
機
を
予
約

（
何
し
ろ
、
こ
の
時
期
は
混
ん
で
い
て
早

く
し
な
い
と
飛
行
機
と
れ
な
い
）
。

そ
の
後
の
や
り
と
り
で
、
「
誘
っ
て
く

れ
た
友
人
」
は
徳
島
と
東
京
で
老
人

ホ
ー
ム
を
経
営
し
て
い
る
人
で
、

13日

に
踊
る
「
連
」
は
車
い
す
の
人
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
、
翌
日
、
夫
は
そ
の
方
の
経

営
す
る
施
設
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
な
ど
が
判
明
。

13日
、
早
朝
の
便
で
徳
島
へ
。
「
友

人
」
が
空
港
ま
で
車
で
迎
え
て
く
れ
、

午
前
中
に
観
光
（
賀
川
豊
彦
記
念
館
、

ド
イ
ツ
館
な
ど
）
。
お
昼
に
「
連
」
の
集

合
場
所
（
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）
に
到

着
、
受
付
、
参
加
費
を
払
い
、
ゆ
か
た

を
も
ら
い
、
着
付
け
を
し
て
も
ら
う
。

ム
ム
ム
…
見
る
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
！

大
ホ
ー
ル
で
交
流
集
会
、
こ
こ
で

「
ね
た
き
り
に
な
ら
連
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
名
を
初
め
て
認
識
。
大
う
ち
わ
で
の

合
図
や
掛
け
声
の
打
ち
合
わ
せ
・
踊
り

の
練
習
…
「
踊
る
ア
ホ
ウ
」
を
覚
悟
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
既
に
我
々
の
名
前
も

連
の
最
後
に
載
っ
て
い
る
…
。

夕
方
、
市
役
所
前
演
舞
場
ま
で
結
構

な
距
離
を
移
動
。
出
番
が
来
る
ま
で
待

機
。
有
名
連
に
挟
ま
れ
て
、
い
よ
い
よ

出
番
、
車
い
す
の
人
、
介
助
者
、
一
緒

に
踊
る
人
、
た
い
し
た
距
離
で
は
な
い

け
れ
ど
、
も
う
夢
中
で
手
足
を
動
か

す
。
大
う
ち
わ
の
合
図
で
停
止
・
車
い

す
の
方
が
立
ち
上
が
っ
て
踊
る
…
周
り

か
ら
拍
手
が
…
。

「
体
が
踊
れ
ば
、
心
も
躍
る
」
。
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
、
も

う
一
度
阿
波
踊
り
を
。
そ
ん
な
思
い
で

活
動
し
て
き
た
と
い
う
「
ね
た
き
り
に

な
ら
連
」
は
１
９
９
３
年
か
ら

25年
も

続
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
支
え
て
こ
ら

れ
た
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
や
大
勢
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
に
心
打
た
れ
ま

し
た
。
最
後
尾
で
一
緒
に
踊
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
若
く
て
カ
ッ
コ

い
い
の
に
も
感
激
！

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田
育
子

柳
行
李
に
母
の
音
符
の
ノ
ー
ト
あ
り
「
カ
ナ
リ
ヤ
の
唄
」
イ
ン
ク
滲
み
て

雪
舟
の
真
筆
い
ち
ま
い
出
で
し
と
言
ふ
中
国
画
法
に
見
紛
ふ
構
図

党
派
超
え
て
国
政
語
る
議
員
減
り
独
裁
へ
の
道
こ
ろ
が
り
始
む

東
葛
西

新
真

「
万
歩
計
」
リ
ハ
ビ
リ
・
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

毎
日
万
歩
は
こ
り
ゃ
至
難
の
わ
ざ
だ

あ
ま
り
に
も
森
下
駅
の
車
掌
さ
ん

め
ん
ど
う
見
が
い
い
の
で
思
わ
ず
敬
礼
！

シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
孫
を
連
れ
て
の
錦
糸
町
界
隈

案
内
す
小
学
校
跡
の
本
所
防
災
館

中
央

二
瓶

誠
一

酔
う
父
の
ひ
っ
く
り
返
せ
し
ち
ゃ
ぶ
台
を
黙
し
て
片
す
小
さ
な
母
は

酒
飲
め
ば
優
し
き
父
も
狂
い
た
り
母
に
連
れ
ら
れ
夜
寒
を
逃
げ
ぬ

ま
た
同
じ
着
物
を
母
は
質
に
入
れ
壊
れ
し
煎
餅
を
必
ず
買
い
く
る

核
兵
器
禁
止
条
約
が
成
立

今
こ
そ
完
全
廃
絶
へ

原
水

爆
禁

止
江

戸
川

協
議

会
会

長
丸

宗
市

エッセイ

ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える

核兵器廃絶国際署名

１１月６日（月）葛西駅頭
午後４時～５時まで

友の会のみなさん、江戸川原水協と共に

署名を呼びかけましょう。
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楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の

足で歩くために

●毎週 火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９:30集合出発

●コースは、参加者

の希望で決めてい

ます。雨天中止。

直接集合場所へ。

楽しく元気になれ

るあなたの居場所

●毎週月曜日

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

●10月20日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を
奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

も。直接会場へ。

●会費１回500円

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

生
ま
れ
も
育
ち
も
江
東
区
、
そ

の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
に
位

置
す
る
「
千
田
」
と
い
う
町
が
私

の
「
ふ
る
さ
と
」
で
す
。
と
書
き

始
め
た
も
の
の
、
今
も
親
兄
弟
は

そ
の
隣
町
に
住
ん
で
い
ま
す
し
、

自
分
自
身
も
区
は
変
わ
り
ま
し
た

が
、
徒
歩
圏
内
に
住
ん
で
い
る
ぐ

ら
い
な
の
で
「
ふ
る
さ
と
」
感
覚

は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
な
の
で
す
。
そ
れ
に

江
東
区
の
名
所
・
名
物
は
…
な
ん

て
こ
こ
で
書
い
て
も
仕
方
な
い
で

し
ょ
う
。

そ
ん
な
私
が
何
か
思
い
出
話
で

も
書
か
な
く
て
は
と
、
子
ど
も
の

頃
の
遠
い
記
憶
を
た
ど
る
と
、
ま

ず
思
い
出
す
こ
と
は
、
家
の
す
ぐ

近
所
に
あ
っ
た
公
園
で
毎
日
の
よ

う
に
遊
ん
で
い
た
頃
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
メ
ン
コ
、
缶
蹴
り
、

ゴ
ム
ボ
ー
ル
野
球
。
そ
し
て
自
転

車
の
荷
台
に
一
杯
商
売
道
具
を

持
っ
て
や
っ
て
来
る
水
あ
め
屋
の

お
ば
ち
ゃ
ん
の
こ
と
。
公
園
の
片

隅
で
水
あ
め
、
ソ
ー
ス
せ
ん
べ

い
、
さ
ら
に
は
夏
場
は
金
魚
す
く

い
、
冬
場
に
は
味
噌
お
で
ん
な
ど

を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
年
に
何
度

か
現
れ
、
数
日
商
売
し
て
消
え
る

粘
土
屋
の
お
っ
さ
ん
の
こ
と
も
記

憶
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
買
っ

た
粘
土
を
素
焼
き
の
「
カ
タ
」
で

型
抜
き
し
て
色
の
つ
い
た
粉
で
着

色
し
て
整
え
る
。
作
品
が
う
ま
く

仕
上
が
る
と
そ
れ
を
お
っ
さ
ん
が

鑑
定
人
の
よ
う
に
評
価
し
点
数
券

を
く
れ
る
。
そ
の
点
数
を
集
め
る

と
よ
り
良
い
「
カ
タ
」
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
。

で
、
み
ん
な
点
数
が
集
ま
っ
た
頃

に
は
も
う
し
ば
ら
く
来
な
い
･･･ 。

さ
ら
に
記
憶
を
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
そ
の
公
園
に
面
し
た
道
に
は

ま
だ
都
電
が
走
っ
て
い
た
の
も
微

か
に
覚
え
て
い
ま
す
。
道
路
の
真

ん
中
の
一
部
が
高
く
な
っ
た
細
い

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
乗
車
す

る
と
カ
バ
ン
を
肩
か
ら
ぶ
ら
下
げ

た
車
掌
さ
ん
が
切
符
を
改
札
鋏
で

パ
チ
リ
。
都
電
廃
止
の
時
に
は
サ

ヨ
ナ
ラ
電
車
を
見
に
行
き
ま
し

た
。こ
ん
な
思
い
出
話
を
語
る
と
止

ま
ら
な
い
の
と
同
時
に
あ
ら
た
め

て
年
取
っ
た
な
あ
と
感
じ
ま
す
。

今
は
薄
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

僅
か
に
残
る
こ
の
下
町
情
緒
が
好

き
な
私
は
今
後
も
「
ふ
る
さ
と
」

感
覚
を
知
ら
ず
に
こ
の
地
域
に
住

み
続
け
る
と
思
い
ま
す
。

昔
も
こ
れ
か
ら
も
下
町
で
暮
ら
す

さわやか喫茶着物リメイクの会

東京 江東区

一之江診療所
石川 恵一

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●昼食・裁縫道具

持参▼参加無料

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料ですが

作品の実費が必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第２(土)14～16時
●小物作り

火/水/木 10～15時
●男の時間（木彫り）

第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階

カラオケ好きな方

一緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

ちょっといっぷく
気軽にどうぞ

●毎月第２・３木曜日

14時～16時

●飲み物・クッキー

など１００円

●新小岩診療所

３階会議室

ほっとカフェ カラオケお楽しみ会

９
月

17・

18日
に
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀
で
行
わ
れ
た
「
戦
争
展
」
は

時
宜
を
得
て
見
応
え
が
あ
っ
た
。
参

加
者
７
５
０
人
、
関
心
の
高
さ
を
示

し
た
。

〝
戦
争
前
夜

〟
〝
戦
争
の
真

実
〟
〝
戦
後
の
歩
み

〟
と
い
う
構
成

が
分
か
り
や
す
く
て
よ
か
っ
た
。
例

年
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
他
で
見
ら

れ
な
い
貴
重
な
資
料
・
実
物
が
多

い
。
軍
人
勅
諭
や
無
産
者
新
聞
、
七

三
一
部
隊
・
南
京
大
虐
殺
の
写
真

集
、
戦
中
戦
後
の
教
科
書
（
黒
ぬ
り

教
科
書
）
、
千
人
針
や
出
征
兵
士
を

送
っ
た
幟
旗
に
赤
紙
等
々
。

今
年
は
親
江
会
の
企
画
に
よ
っ

て
、
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

の
ト
ー
ク
が
あ
っ
た
。
被
爆
者
の
山

本
宏
さ
ん
は
「
最
近
に
な
っ
て
初
め

て
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
読
ん
だ
が

三
分
の
一
か
ら
先
は
読
め
な
か
っ

た
。
あ
ま
り
の
残
酷
さ
に
」
と
話
し

て
い
た
。
あ
ら
た
め
て
疵
の
深
さ
を

想
っ
た
。
最
後
に
「
広
島
愛
の
川
」

（
詞

中
沢
啓
治
、
曲

山
本
賀
津

彦
）
の
大
合
唱
が
流
れ
た
が
、
原
爆

ド
ー
ム
を
背
景
に
川
辺
で
歌
う
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
感
動
的
だ
っ
た
。

区
内
の
平
和
・
民
主
諸
団
体
が
総

力
を
あ
げ
て
の
戦
争
展
は
平
和
へ
の

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

以
下
は
、
当
日
の
感
想
か
ら
。

「
戦
争
中

20代
だ
っ
た
母
は
お
し
ゃ

れ
が
で
き
な
か
っ
た
と
く
や
し
が
っ

て
い
た
。
父
は
軍
隊
へ
行
っ
た
が
内

地
だ
っ
た
の
で
無
事
帰
っ
て
き
て
、

私
が
生
ま
れ
た
。
ま
も
な
く
曾
孫
が

生
ま
れ
る
。
命
が
続
い
て
い
く
。
平

和
な
れ
ば
こ
そ
だ
。
」

（
小
林
）

江東区の夢の島の一画にある「第五福竜丸展示館」。9月

23日は、この船の無線長だった久保山愛吉さんの命日で、

毎年“第五福竜丸のつどい”が開かれています。会館前の

碑には、愛吉さんが言い残した『原水爆の被害者は私を最

後にして欲しい』の言葉が刻まれています。日本は1945年

の広島で原爆・長崎で水爆の被害に遭っています。そして、

1954年の3月1日に太平洋の中央にあるマーシャル諸島付近

で米国の行った水爆実験に、マグロ漁中の第五福竜丸が遭

遇し被爆したのです。参加者で献花し、核兵器廃絶への決

意を新たにしました。

別会場で、東京原水協の石村和弘さんの「核兵器禁止条

約その意義」と題したお話がありました。北朝鮮の核実験

やミサイル発射などの軍事挑発が続いています。米国との

応酬で偶発的な事故も起きかねない現状です。そんな世界

に、核兵器禁止条約が国連で採択されたのです。そこに希

望を持ちたいと思います。（P,3 江戸川原水協 丸さんの

文をお読みください）（伊藤）

＊第五福竜丸とは

1947年に和歌山県でカ

ツオ漁船として建造され、

その後、遠洋漁業用のマ

グロ漁船に改造された。

54年3月1日、操業中に米

国の水爆実験に遭遇。乗

組員23人が被爆し、半年

後に久保山さんが亡くなっ

た。その後は水産大学の

練習船として使用され、67年に廃船に。東京・夢の島の周囲の海

に捨てられていたが、市民から保存を求める声が高まり、76年に

夢の島で開館した展示館に保存されている。

実
物

と
資

料
と

『
は

だ
し

の
ゲ

ン
』

と

―
歴
史
の
真
実
を
語
り
継
ぐ
戦
争
展
―

核の問題に思いはせて
―核兵器禁止条約が国連で採択され

第五福ข丸建造70ฅのฅ―

「はだしのゲン」を語る映像とトーク

老朽化著しい第五福竜丸



条
約
採
択
そ
し
て
署
名
へ

２
０
１
７
年
７
月
７
日
、
世

界
の
叡
知
を
集
め
た
核
兵
器
禁

止
条
約
が
国
連
会
議
で
、
賛
成

１
２
２
，
反
対
１
（
オ
ラ
ン

ダ
）
、
棄
権
１
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
と
い
う
国
連
加
盟
１
９
３

カ
国
の

63％
の
圧
倒
的
賛
成
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
歴

史
を
開
く
歴
史
的
な
成
果
で

す
。
（
被
爆
者
を
は
じ
め
多
く

の
政
府
代
表
と
国
民
が
そ
の
採

択
を
喜
び
ま
し
た
。
）

９
月

20日
か
ら
条
約
の
署
名

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
だ

け
で
も

50カ
国
が
署
名
し
ま
し

た
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は
成
立

し
、

90日
後
に
は
条
約
と
し
て

発
効
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（

12月
末
）
。

こ
の
条
約
の
内
容
と
は

今
回
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の

採
択
に
よ
り
、
核
兵
器
は
歴
史

上
は
じ
め
て
明
文
上
も
違
法
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
「
悪
の

烙
印
」
が
国
際
的
に
押
さ
れ
た

の
で
す
。
核
兵
器
禁
止
条
約

は
、
開
発
・
生
産
・
実
験
・
製

造
・
取
得
・
保
有
・
貯
蔵
・
使

用
と
そ
の
威
嚇
の
禁
止
を
定
め

ま
し
た
。
世
界
に
は
、
１
万
５

千
発
（
そ
の
９
割
以
上
を
米
露

が
保
持
）
を
超
す
核
兵
器
が
現

存
し
ま
す
。
核
保
有
国
は
、

「
核
抑
止
力
」
と
い
う
立
場
で

保
持
を
正
当
化
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
決
議
で
核
兵
器
の

保
持
だ
け
で
な
く
威
嚇
も
含
め

て
明
確
に
違
法
と
さ
れ
た
の
で

す
。
日
本
政
府
も
「
核
の
傘
」

に
守
ら
れ
る
と
い
う
主
張
で
核

兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
の
立
場

を
と
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ

の
論
拠
が
国
際
的
に
否
定
さ
れ

た
の
で
す
。

北
朝
鮮
へ
も
働
き
か
け
を

こ
う
し
た
中
で
、
北
朝
鮮
が

度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
と

核
実
験
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
の
流
れ
に
逆
行

し
、
平
和
を
脅
か
す
、
核
開
発

は
直
ち
に
中
止
し
、
核
兵
器
は

放
棄
す
べ
き
で
す
。
北
朝
鮮
に

対
し
て
外
交
的
・
平
和
的
解
決

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
核
保

有
国
は
率
先
し
て
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
し
、
そ
の
立
場
で

北
朝
鮮
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

す
。

「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」

明
記

の
意
義

今
回
の
禁
止
条
約
は
、
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
と
核
実
験
被
害
者

の
「
受
け
入
れ
が
た
い
苦
痛
と

損
害
」
を
心
に
留
め
る
と
明
記

し
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
明

確
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
核
兵

器
廃
絶
を
推
進
す
る
「
市
民
的

良
心
の
担
い
手
」
と
し
て
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
」
を
明
記
し
ま
し

た
。
国
際
署
名
の
呼
び
か
け
人

の
一
人
で
先
日
亡
く
な
ら
れ
た

谷
口
稜
曄
さ
ん
（

88歳
）
も
こ

の
採
択
を
心
か
ら
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

江
戸
川
区
で
も
と
平
和
の
波
」

７
月

17日
、
多
田
江
戸
川
区

長
も
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に

初
め
て
署
名
さ
れ
ま
し
た
。
区

議
会
議
員
の
み
な
さ
ん
も
党
派

を
超
え
、
ほ
ぼ
全
員
が
署
名
を

さ
れ
ま
し
た
。
世
界
の
国
々
で

は
９
月

20日
～

26日
に
、
「
Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
～
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」
（
平

和
の
波
）
行
動
に
取
り
組
み
大

き
く
核
廃
絶
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

完
全
廃
絶
へ
向
け
て
署
名
を

２
０
２
０
年
９
月
ま
で
に
世

界
で
数
億
―
江
戸
川
で
も
９
万

人
の
署
名
を
集
め
、
「
核
兵
器

な
く
せ
」
の
声
の
大
波
を
つ
く

り
、
日
本
政
府
や
核
保
有
国
に

迫
り
、
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
を

実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
諦
め
ず
粘
り
強
く
続
け
れ

ば
、
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
、

核
廃
絶
が
実
現
し
ま
す
」

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
！

2017.10.10 友の会だより ＮＯ．73 友の会だより ＮＯ．73 2017.10.10３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

梵
鐘
の
余
韻
は
長
し
秋
茜

さ
や
け
し
や
被
災
の
浜
へ
苗
植
へ
に

菊
日
和
大
工
は
留
守
を
頼
ま
れ
り

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

若
き
日
を
思
い
だ
さ
せ
る
出
合
い
か
な

夏
が
去
り
銀
の
す
す
き
穂
彼
岸
花

稲
の
穂
が
な
び
く
遥
か
な
筑
波
山

江
戸
川

里
峰

秋
深
し
木
立
ダ
リ
ア
の
盛
り
け
り

雁
の
列
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
更
新
日

つ
ら

寄
り
添
わ
ず
独
り
立
ち
し
て
曼
珠
沙
華

▼
川

柳
南
葛
西

小
宮
山
鑑
二

蝙
蝠
党
誰
が
成
っ
て
も
与
党
で
す

こ
う

も
り

世
界
一
見
た
く
な
い
顔
無
帽
の
男 ひ
と

「
体

が
踊

れ
ば
、
心

も
躍

る
」

ね
た
き
り
に
な
ら
連

踊
る
ア
ホ
ウ
に
な
っ
て

清
新
町
太
田
美
音

６
月
中
旬
、
「
阿
波
踊
り
を
見
に
来
な

い
か
っ
て
誘
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
一
緒

に
行
く
？
」
京
都
に
単
身
赴
任
中
の
夫

か
ら
電
話
。
８
月

13日
、
誘
っ
て
く
れ

た
友
人
が
連
を
作
っ
て
踊
る
、
宿
は

と
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
飛
行
機
予
約
し

て
…
と
。

た
ま
に
は
付
き
合
う
か
。
阿
波
踊
り

見
た
い
し
…
と
早
速
飛
行
機
を
予
約

（
何
し
ろ
、
こ
の
時
期
は
混
ん
で
い
て
早

く
し
な
い
と
飛
行
機
と
れ
な
い
）
。

そ
の
後
の
や
り
と
り
で
、
「
誘
っ
て
く

れ
た
友
人
」
は
徳
島
と
東
京
で
老
人

ホ
ー
ム
を
経
営
し
て
い
る
人
で
、

13日

に
踊
る
「
連
」
は
車
い
す
の
人
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
、
翌
日
、
夫
は
そ
の
方
の
経

営
す
る
施
設
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
な
ど
が
判
明
。

13日
、
早
朝
の
便
で
徳
島
へ
。
「
友

人
」
が
空
港
ま
で
車
で
迎
え
て
く
れ
、

午
前
中
に
観
光
（
賀
川
豊
彦
記
念
館
、

ド
イ
ツ
館
な
ど
）
。
お
昼
に
「
連
」
の
集

合
場
所
（
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）
に
到

着
、
受
付
、
参
加
費
を
払
い
、
ゆ
か
た

を
も
ら
い
、
着
付
け
を
し
て
も
ら
う
。

ム
ム
ム
…
見
る
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
！

大
ホ
ー
ル
で
交
流
集
会
、
こ
こ
で

「
ね
た
き
り
に
な
ら
連
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
名
を
初
め
て
認
識
。
大
う
ち
わ
で
の

合
図
や
掛
け
声
の
打
ち
合
わ
せ
・
踊
り

の
練
習
…
「
踊
る
ア
ホ
ウ
」
を
覚
悟
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
既
に
我
々
の
名
前
も

連
の
最
後
に
載
っ
て
い
る
…
。

夕
方
、
市
役
所
前
演
舞
場
ま
で
結
構

な
距
離
を
移
動
。
出
番
が
来
る
ま
で
待

機
。
有
名
連
に
挟
ま
れ
て
、
い
よ
い
よ

出
番
、
車
い
す
の
人
、
介
助
者
、
一
緒

に
踊
る
人
、
た
い
し
た
距
離
で
は
な
い

け
れ
ど
、
も
う
夢
中
で
手
足
を
動
か

す
。
大
う
ち
わ
の
合
図
で
停
止
・
車
い

す
の
方
が
立
ち
上
が
っ
て
踊
る
…
周
り

か
ら
拍
手
が
…
。

「
体
が
踊
れ
ば
、
心
も
躍
る
」
。
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
、
も

う
一
度
阿
波
踊
り
を
。
そ
ん
な
思
い
で

活
動
し
て
き
た
と
い
う
「
ね
た
き
り
に

な
ら
連
」
は
１
９
９
３
年
か
ら

25年
も

続
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
支
え
て
こ
ら

れ
た
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
や
大
勢
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
に
心
打
た
れ
ま

し
た
。
最
後
尾
で
一
緒
に
踊
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
若
く
て
カ
ッ
コ

い
い
の
に
も
感
激
！

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田
育
子

柳
行
李
に
母
の
音
符
の
ノ
ー
ト
あ
り
「
カ
ナ
リ
ヤ
の
唄
」
イ
ン
ク
滲
み
て

雪
舟
の
真
筆
い
ち
ま
い
出
で
し
と
言
ふ
中
国
画
法
に
見
紛
ふ
構
図

党
派
超
え
て
国
政
語
る
議
員
減
り
独
裁
へ
の
道
こ
ろ
が
り
始
む

東
葛
西

新
真

「
万
歩
計
」
リ
ハ
ビ
リ
・
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

毎
日
万
歩
は
こ
り
ゃ
至
難
の
わ
ざ
だ

あ
ま
り
に
も
森
下
駅
の
車
掌
さ
ん

め
ん
ど
う
見
が
い
い
の
で
思
わ
ず
敬
礼
！

シ
ル
バ
ー
・
パ
ス
孫
を
連
れ
て
の
錦
糸
町
界
隈

案
内
す
小
学
校
跡
の
本
所
防
災
館

中
央

二
瓶

誠
一

酔
う
父
の
ひ
っ
く
り
返
せ
し
ち
ゃ
ぶ
台
を
黙
し
て
片
す
小
さ
な
母
は

酒
飲
め
ば
優
し
き
父
も
狂
い
た
り
母
に
連
れ
ら
れ
夜
寒
を
逃
げ
ぬ

ま
た
同
じ
着
物
を
母
は
質
に
入
れ
壊
れ
し
煎
餅
を
必
ず
買
い
く
る

核
兵
器
禁
止
条
約
が
成
立

今
こ
そ
完
全
廃
絶
へ

原
水

爆
禁

止
江

戸
川

協
議

会
会

長
丸

宗
市

エッセイ

ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える

核兵器廃絶国際署名

１１月６日（月）葛西駅頭
午後４時～５時まで

友の会のみなさん、江戸川原水協と共に

署名を呼びかけましょう。
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

Ｑ：飲み薬と点滴の違いを教えてください。

Ａ：飲み薬と点滴の違いを知るために、それぞれの

薬がどのように吸収されて効き目を発揮するのかを

説明します。

●飲み薬

錠剤や粉、カプセルなど口から飲んだ薬は、胃か

ら腸に運ばれながら、だんだん溶けていきます。溶

けた薬は小腸の壁から血液に吸収され、肝臓に運ば

れて全身をまわります。

血液に吸収された薬はあっという間に全身にまわ

りますが、胃や腸などの消化管を通って血液の中に

吸収されるまでには 15 分から 20 分くらいかかるの

で、薬の効き目はゆるやかに現れます。また、飲み

薬はほとんどの成分が小腸で吸収されるため、成分

の吸収率は点滴に比べると少なくなります。

●点滴

点滴や注射は、血管に直接薬を注入しますので、

薬はそのまま吸収されます。速やかに全身にくまな

く薬がまわり、すぐに効き目を発揮します。

以上のように、飲み薬と点滴

では、（１）薬を全身に行き渡

らせる方法、（２）薬の吸収

率、（３）薬の効果の現れ方の

３つの違いがあります。ただ

し、必ずしも「飲み薬は弱い

薬」「点滴は強い薬」であると

は言えません。

Ｑ：薬を処方される時と、点滴をする時の違いは？

Ａ：医師は患者さんの症状に応じて、飲み薬か点滴

かを判断しています。

飲み薬は患者さんがご自身で飲んで治療すること

ができるため、自宅での治療に適しています。

点滴は多くの場合、「重症」、「緊急に対処が必

要」、「栄養や水分の補充が必要」など、直ちに薬の

効果を発揮させることが必要な方に行います。

具合が悪くて薬を飲むことができない場合でも、

薬を体内に取り入れることができるのが点滴です。

たとえば入院中の場合でも、病状がひどい時は点

滴で治療をし、だんだん飲み薬に変更していきま

す。飲み薬だけで症状が安定すれば、退院して自宅

での治療ができるようなります。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集

後
記

９
月
の
中
旬
、
娘
と
広
島
に
行
き
ま

し
た
。
原
爆
ド
ー
ム
と
資
料
館
、
一

度
は
見
て
お
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い

に
、
娘
が
「
一
緒
に
行
こ
う
！
」
と

言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
つ
い
で
に
宮

島
観
光
も
し
ま
し
た
▼
初
め
て
見
た

原
爆
ド
ー
ム
は
日
常
の
一
部
の
よ
う

に
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
想
像
力

を
掻
き
立
て
ら
れ
る
大
切
な
遺
跡
だ

と
思
い
ま
す
。
ち
い
外
国
人
の
グ

ル
ー
プ
が
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。
資
料
館
も
時
間
を
か
け
て

観
ま
し
た
が
、
遺
品
の
陳
列
に
娘
が

涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
証
言
Ｖ
Ｔ
Ｒ

が
良
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
で
も
た
く

さ
ん
の
外
国
人
が
見
学
し
て
い
ま
し

た
▼
こ
と
し
の
「
戦
争
展
」
に
も
多

く
方
が
訪
れ
た
よ
う
で
す
▼
世
界
で

は
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
署

名
が
始
ま
っ
て
い
る
一
方
、
自
国
を

守
る
た
め
に
と
核
兵
器
の
誇
示
と
核

抑
止
論
に
固
執
す
る
勢
力
が
い
ま

す
。
折
し
も

10月
は
総
選
挙
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
す
る
政
府
を
切

に
望
み
投
票
に
行
き
ま
す
。
（
森
岡
）

役立つ健康メモ 53 薬の話№21

飲み薬と点滴

今年６月に届いた国民健康

保険料のお知らせは平均 11 万

1111 円で、前年比 6,950 円、

6.67 ％の値上げでした。通知

が届いてから 1400 人以上の区

民から、疑問や怒りの電話が

区に殺到しました。さらに、

来年４月から国保の財政運営

を区から都に移す制度改変(広

域化)に向けた動きがすすんで

います。

江戸川区国保運営協議会も

９月に開かれ、大まかな概要

が示され、さらに保険料が上

がることがはっきりしていま

す。

東京都が運営主体になりま

すが、都が決める区の「納付

金」は 100 ％の完納が求めら

れ、区民への国保料の徴収は

さらに強化されることになり

ます。今でさえ約 20 ％(21000

世帯)の世帯が「保険料が高く

て払えない」状況です。

江戸川区議会に「江戸川社

会保障推進協議会」から「子

育て支援、低所得世帯の国保

料軽減、『国民皆保険制度』に

ふさわしい国民健康保険制度

とするための陳情」が出さ

れ、福祉健康委員会で審議さ

れています。又、民医連・東

都保健医療福祉協議会などか

らも新たな陳情が出されてい

ます。

制度改悪の根本には、歴代

自民・公明党政権の「持続可

能な」と言いながら、国民に

は社会保障を削減し、暮らし

破壊をすすめ、一方では大企

業や富裕層に減税をする逆立

ち政治があります。

都への国保財政への補助金

の引き上げや、国に国庫負担

の抜本的引き上げを求めてい

くことが求められています。

今回の突然の国会解散、今

が政治を変えるチャンスで

す。

国民健康保険料が大幅アップ
運営主体が東京都に変わる

江戸川区議会議員 小俣 則子

江
戸
川
北
小
岩
一
丁
目
の
ス
ー

パ
ー
堤
防
工
事
の
差
し
止
め
等
を
求

め
た
控
訴
審
の
第
二
回
口
頭
弁
論
が

東
京
高
等
裁
判
所
で
８
月
１
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

傍
聴
席
は
ほ
ぼ
満
席
で
、
控
訴
人

側
か
ら
宮
坂
健
司
さ
ん
、
小
島
延
夫

弁
護
団
長
、
西
島
和
代
理
人
の
３
人

が
意
見
陳
述
し
ま
し
た
。

宮
坂
さ
ん
は
「
私
の
ふ
る
さ
と
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
勝
手

に
人
の
土
地
を
区
画
整
理
に
持
ち
込

み
、
そ
の
上
、
何
の
承
諾
も
な
し
に

堤
防
の
盛
り
土
工
事
を
し
た
結
果
、

地
盤
強
度
が
足
り
な
い
こ
と
で
、
国

と
区
が
責
任
を
な
す
り
あ
っ
て
い

る
。
堤
防
の
上
に
住
ん
で
も
良
い
と

言
わ
れ
て
も
冗
談
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
取
り
上
げ
た
土
地
を
、
ま
と
も

な
土
地
と
し
て
返
し
て
く
だ
さ
い
。

根
本
か
ら
考
え
直
し
て
く
だ
さ
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

国
と
区
か
ら
の
発
言
は
ま
っ
た
く
な

し
。そ
の
後
、
衆
院
第
二
議
員
会
館
の

地
下
会
議
室
で
の
の
報
告
集
会
で

は
、
専
門
家
の
嶋
津
暉
之
さ
ん
が
、

ま
っ
た
く
の
虚
構
の
事
業
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
３
回
目
の
意
見

書
を
本
日
提
出
し
た
こ
と
、
山
添
拓

参
議
員
が
国
会
で
取
り
上
げ
た
こ
と

に
ふ
れ
、
道
理
の
な
い
ス
ー
パ
ー
堤

防
事
業
に
対
し
住
民
が
声
を
上
げ
る

大
切
さ
を
述
べ
ま
し
た
。
「
住
民
犠

牲
、
税
金
無
駄
づ
か
い
、
役
に
立
た

な
い
」
ス
ー
パ
ー
堤
防
事
業
は
一
日

も
早
く
や
め
る
べ
き
で
す
。

（
北
葛
西

水
沢

博
）

取
り
上

げ
た

土
地

を
、

ま
と

も
な
土

地
に
し
て
返
し
て
く

だ
さ
い
」

控
訴
人
・
宮
坂
さ
ん
が
陳
述

●
友
の
会
秋
の
旅
行
は
実
施
し
ま
せ
ん

毎
年
、
秋
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
一
泊
旅
行
は
、
諸
般
の
事
情
で
行
い

ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

友
の

会
・

文
化

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
部



2017.10.10 友の会だより ＮＯ．73 友の会だより ＮＯ．73 2017.10.10１

発 行 江 戸 川 健 康 友 の 会
134-0085 江戸川区南葛西２－１２－１

電話・5679-7130 FAX・5679-7131

http://Kenkotomonokai.sakura.ne.jp

郵便振替口座番号：00170-8-393711

2017年10月10日 第73号

８

※休診日は日曜・祭日・年末年始

夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～12時30分
松村所長 和泉祐一 松村所長

新田英昭
注②

診療受付
10:30～

12:30

関口康宣

第1.3.5
松村所長

第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①

予約外来
松村所長

注①

予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①

予約外来
松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科)

田村倫朗
(健康診断)

田村倫朗

(内科)

恩田圭司

(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)

李基鎬

(訪問診療)

外来休診

田村倫朗

(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之

(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村倫朗

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村倫朗

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

訪問診療
高野所長

訪問診療
休診

高野 藤井

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑

バスターミナル

平
和
橋
通
り

新
小
岩
一
丁
目

バ
ス
停

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

浦安方面→

市川方面→

江
戸
川
健
康
友
の
会
で
は

主
に
会
員
を
対
象
に
困
り
ご

と
助
け
合
い
活
動
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。
「
介
護
保
険
は

利
用
制
限
が
き
び
し
い
、
何

と
か
し
て
ほ
し
い
」
。
同
居
家

族
が
い
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
生
活
援
助
を
利
用
で
き

な
い
な
ど
の
制
限
が
利
用
者

を
苦
し
め
て
い
ま
す
。

会
員
や
地
域
の
み
な
さ
ん

の
切
実
な
要
望
を
受
け
止

め
、
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
、

30分
５
０
０
円
で

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。

買
い
物
、
食
事
づ
く
り
、

通
院
の
送
迎
、
お
墓
参
り
同

行
や
除
草
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
、
友
の
会
で
は

15人
近

い
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
時
間

な
ど
の
規
制
が
な
く
ゆ
っ
た

り
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
友
の
会
の
助
け
合
い

活
動
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ス

タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
支
援

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

パーマ→

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

↑
新
小

岩
診
療
所

交
番

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

新小岩駅

一之江駅

地域の支えあいでちょっと安心
友の会が困りごと支援にとりくむ

福本多喜子さん（中葛西）

福本さんは一人ぐらしで

パーキンソンをんい、視力も

低いため、週３回介護保険

サービスのヘルパーさんを利

用しています。

一人で出かけるのは非常に

危険なため、思うように買い

物や通院ができません。行き

たいときに予約の電話をする

と来てくれる、友の会の支援

サービスに「細やかな心くば

りで大変助かっています」と

明るい声で話します。

関 郁子さん （南葛西）

関さんは相次いでご主人と娘さ

んを亡くし、老後の計画が狂った

といいます。特に足が不自由で、

杖が頼りです。何回も部屋で転ん

だこともあり、日常生活は介護保

険サービスのヘルパーさんや親切

なご近所さん、週に一回来る息子

さんなどに支えられながら暮らし

ています。ヘルパーさんの来ない

毎週土曜日に友の会の支援サービ

スを利用しています。関さんは

「ヘルパーさんはカーテンひとつ洗うのも考えているの、でも友

の会は、なんでもやってもらえて助かるわ」と言います。

福本さんの通院を

車椅子でお手伝い

左が関さん 友の会スタッフ

とおしゃべり


